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独立行政法人国立がん研究センター理事会（平成 26 年度第 10 回）議事録 

 

日 時  平成 27年 2月 27日（金）10：00～11：55 

場 所  独立行政法人国立がん研究センター 第 1会議室 

出席者   堀田知光理事長 佃和夫理事 門田守人理事 南砂理事  

 小野高史監事 長崎武彦監事 

 

議事概要 

 

Ⅰ． 理事会（平成 26年度第 9回）議事録の確認 

 ・資料のとおり了承された。 

 ・議事録署名人を門田守人理事と長崎武彦監事にお願いした。 

 

Ⅱ.報告事項 

１．国等の動きについて 

  ・健康・医療戦略推進会議の中に、ゲノム医療実現推進協議会及び次世代医療 ICT基

盤協議会が新設され、堀田理事長、中釜理事がそれぞれ構成員として選出され議論が

開始されたとの報告がなされた。 

  ・国が行うマイナンバー制度と医療関係への利用について、意見交換がなされた。 

  ・NCのミッション、今後の役割等について、厚生労働省の NCに関係する政策関係各課

と６NCとの意見交換を行うため、厚生労働省・NC連絡会が創設され２月１８日に総会

が行われたとの報告がなされた。 

 

２．広報実績について 

  ・１月１９日から２月１７日までのプレスリリース及び取材状況について報告がなさ 

れた。 

・メディアが発信する記事は、同じ情報であっても、記者個々の受け止め方や部署に

よって関心事が違うため、書き方、出し方が変化する。それを踏まえたリリースの方

法を考えた方が良いのではないか。また、情報を提供する場合には、その内容等の重

要性に濃淡を付けた方が良いとの意見が出された。 

   

３．事務職准職員制度の創設について 

  ・事務職准職員制度の創設（案）について報告がなされた。 

  ・准職員の位置付け、処遇等について議論がなされた。 
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４．次期中長期計画案について 

 ・次期中長期計画案について報告がなされた。 

  ・目標の設定、評価方法等について意見が出された。 

 

５．月次決算（１月分）について 

  ・平成２６年１２月実績までを踏まえた平成２６年度決算見込み、平成２６年度１月

までの医事統計関係及び医業収益と医業費用の推移等、並びに経営改善の取り組み状

況について報告がなされた。 

  ・組織別収支状況は、共通経費の配分方法について再検討すべきとの意見が出された。 

  ・平成２７年度については、想定できる事は全て想定した実質的な月ごとの収支計画

を策定し、その計画に対する実績が分かるようにするべき、また、運営費交付金につ

いて具体的な支出実績が示せるようにするべきとの意見が出された。 

 

Ⅲ.審議事項 

   ・特になし 

 

 


